かかる 折から、 地方 巡業の 新 劇団、 女優 を 主と した 

帝都の 有名なる 大 一座が、 この 土地に 七日 間の 興行し 

て、 全市の 湧く がごと き 人気 を 博した。 

ひでり 

極暑の、 旱 というのに、 たといい かなる 人気に せよ、 

湧く の、 煮える のな ど は、 口にする も 暑 くるしい。 が、 

ことわざ 

—— 諺 に、 火事の 折から 土蔵の 焼ける の を 防ぐ のに、 

おお だら い たた ろうそく 

大盥 に満々 と 水を湛 え、 蠟燭に 灯 を 点じた の を その 

めぬり とお うち みなぎ 

中に 立てて 目 塗 をす ると、 壁 を 透して 煙が 裡へ 漲 つ 

て も、 火気 を 呼ばないで 安全 だと 言う。 …… 火 を もつ 

て 火 を 制する の だそう である。 

ここに 女優た ちの、 近代的 情熱 の 燃 ゆるが) J と き演 



劇 は、 あたかも この 轍 だ、 と 称えて ゆい。 雲 は 焚け、 

しぼ か あえ 

草 は 萎み、 水 は 涸れ、 人 は 喘ぐ 時、 一 座の 劇 はさな が 

ら褥 熱に 対する 氷の ごとく、 十万の 巿 民に、 一 剤、 清 

もた あまり 

涼の 気 を 齎らして 剰余 あ つ た。 

はだ ， J ぞ 

膚の白 さも 雪 なれば、 瞳 も 露の 涼しい 中に も、 拳つ 

たた しぎよ く 

て 座中の 明星と 称えられた 村 井 紫 玉が、 

さっき こ 

「まあ …… 前 刻の、 あの、 小さな 児 は？」 

公園の 茶店に、 一 人静に 憩いながら、 緋塩 瀬の 

きせる づ つ むすびめ ふ 

煙管 筒の 結 目 を 解 掛けつつ、 偶と 思った。 …… 

まげ 

鬅も 女優 卷で なく、 わざとつ い 通りの 束髪で、 薄 化 

あつさり いきづくり し な たばこいれ 

粧 の淡洒 した 意気 造。 形容に 合せて、 煙草 入 も、 好み 



漫 に 来た。 

おも かみ 

惟う に、 太平の 世の 国の 守が、 隠れて 民間に 微行す 

まつりごと 

るの は、 政 を 聞く 時より、 どんなに か 得意であろう _ 

おちゅうど 

落人 の それならで、 そよ と 鳴る 風鈴 も、 人 は 昼寝の 夢 

にさえ、 我 名 を 呼んで、 讃美し、 歎賞す る、 微妙なる 

？ 3 ま え 

音響、 と 聞え て、 その都度、 ハツと 隠れ 忍んで、 微笑 

み 微笑み 通る と 思え。 

ふかば り ひがさ ほの 

深 張の 涼 傘の 影ながら、 なお 面影 は 透き、 色香 は仄 

たれ はばか おのず ふしめ 

めく …… 心地 すれば、 誰 憚る ともなく 自然から 俯 目 

ろつ む つま きょごう 

に 俯向く。 謙譲の 棲 はずれ は、 倨傲の 襟より 品 を 備え 

すがた かたち い 

て、 尋常な 姿 容は 調って、 焼 地に 焦りつ く 影 も、 水 



桜、 山吹な ど、 飛々 に 名に 呼ばれた 茶店が ある。 

紫 玉が、 いま 腰 を 掛けた の は 柳の 茶屋と いうので 

あか たす き せんちゃ 

あった。 が、 紅い 櫸で、 色白な 娘が 運んだ、 煎茶と 

... こばこ ま （：- た しな 

煙草盆 を 袖に 控えて、 さまで 嗜む ともない、 その、 

伊達に 持った 煙草 入 を 手に した 時、 —— 

「 …… あれ は 女の 児だった かしら、 それとも 男の児 

だった ろうかね ご 

—— と 思い出し たの は それで ある。 —— 

きゃしゃ づく きんぎ せる な 

で、 華奢 造りの 黄金 煙管で、 余り 馴れない、 ちと 

お ぼっか 

覚束ない 手つきして、 青磁 色の 手つきの 瀬戸 火鉢 を 探 

りな 力/ ら 



とまた 稚児が そう 言った。 

>J -UL_ !.. ... 

紫 玉 は 思わず 微笑んで、 

「あら、 こうすれば 仔細ない よご 

と、 半身 を 斜めにして、 溢れ かかる 水の 一 筋 を、 玉 

の | 卞 に、 颯と 散らして、 赤く 燃 ゆるよう な 唇に 請けた。 

かわ きょ 

ちょうど 渴 いても いたし、 水の 潔い 事 を 見た の は 言う 

まで もない。 

「ねえ、 お前 ご 

稚児が 仰いで、 熟と 紫 玉を視 て、 

さよ 

「手 を浄 める 水 だもの ご 

じ か くち つけ とが 

直接に 吻を 接る の は 不作法 だ、 と 咎めた ように 聞え 



たので ある。 

によおう けしき 

劇壇の 女王 は、 気色した。 

「いやにお 茶が つてる よ、 生意気な ご と、 軽く その 

つむり てのひら たた つ 

頭 を 掌 で 叩き 放しに、 衝と広 前 を 切れて、 坂に 出て、 

見返り もしないで、 さて やがて この 茶屋に 憩った ので 

あった。 —— 

つむり 

今思うと、 手 を 触れた 稚児の 頭 も、 女 か、 男 か、 不 

思議に その 感覚が 残らぬ。 気 は 涼しかった が、 暑さに、 

いくらか 茫 とした もの かも 知れない。 

I 娘さん、 町から、 この 坂 を 上る 処に、 お宮が ありま 

すわね ご 



「はいご 

「何と言う、 お 社です ご 

「浦 安神 社で ございます わご と、 片手 を 畳に、 娘 は 行 

儀 正しく 答えた。 

「何 神様が 祭って あります ご 

そま よす".^ 

「お父さん、 お父さん ご と 娘が、 つい 傍に、 蓮 池に 向 

ひざ かたびら 

いて、 (じんべ) という 膝ぎ りの 帷子で、 眼鏡の 下に 内 

職ら しい 網 をす いている 半白の 父 を 呼ぶ と、 急いで 眼 

鏡 を 外して、 コッン と 水牛の 柄 を 畳んで、 台に 乗せて、 

それから 向 直って、 丁寧に 辞儀 をして、 

「ええ、 浦 安 様 は、 浦 安 かれとの、 その 御 守護 じ やそ 



おんなが み おとこが み 

「竜神 だと、 女神です か、 男 神です かご 

「さ、 さ ご と 老人 は 膝 を 刻んで、 あたかも この 問 を 待 

構えた ように、 

「その 儀 は、 とかくに 申します るが、 いかが か、 いず 

ま つ くら 

れ とも 相分リ ませぬ。 この 公園の ずッと 奥に、 真暗な 

、-ゎ や わ 

巌窟の 中に、 一 ケ処 清水の 湧く 井戸が ござります。 古 

おびた だ わ だか ま いげた ふた 

色の 夥 しい 青銅の 竜が 蟠 つて、 井桁に 蓋 をして お 

リ まして、 金網 を 張り、 みだりに 近づいて はなり ませ 

れいた くこん すい 

ぬが、 霊 沢 金 水と 申して、 これが ために この 巿の 名が 

起リ ましたと 申します。 これが 奥の院と 申す 事で、 え 

あなた さま まえ どの 

え、 貴方 様が 御意の 浦 安神 社 は、 その 前 殿と 申す 事で 



まこと 

実は —— 吹 矢 も、 化 ものと 名のつ いたので、 幽霊の 

ひ あわい さかさま みこしに ゆうどう あつら 

廂 合の 幕から 倒 にぶら 下が リ、 見越 入道 は 訛え た 

穴から ヌッと 出る。 雪女 は 斿 えの 黒 塀に 薄 り 立ち、 

産 女 鳥 は 石 地蔵と 並んで しょんぼり \ィ む。 一 ッ目小 

僧の 豆腐 買 は、 流灌 頂の 野 川の 縁 を、 大笠を 俯向け 

はだし あ る 

て、 跣 足で ちょこちょこと 巧みに 歩行くな ど、 仕掛 も 

いき リ よう 

のにな つてい る。 ：•：• いかがわ しいが、 生 霊と 札の 

立った 就中 小さな 的に 吹 当てる と、 床板が がらり と 

ひっくりかえ おお まつたけ ひ ふんどし 

転覆って、 大松蕈 を 抱いた 緋の 襌 のお かめが、 と 

んぼ 返り をして 莞爾と 飛 出す、 途端に、 四方へ 引 張つ 

いちどき 

た 綱が 揺れて、 鐘と 太鼓が しだら でんで 一 斉 にがん が 



くちばし エメラルド ぞうがん おうむ かん ざし 

嘴 と 爪に 緑 宝玉の 象嵌した、 白く 輝く 鸚鵡の 釵 I 

I 何某の 伯爵が 心 を 籠め た 贈 ものと て、 人 は 知って、 

(伯爵) と 称うる その 釵を 抜いて、 脚 を 返して、 喫 掛け 

やに さら だ て きせる 

た 火皿の 脂 を 浚った。 …… 伊達の 煙管 は、 煙 を 吸うよ 

り、 手す さみの 科が 多い 慣習で ある。 

一 一 一 味 線 背負 つた 乞食 坊主が、 引搔 くように も ぞもぞ 

と 肩 を 揺ると、 一 眼 ひたと 盲いた、 眇 の 青ぶ くれの 

かお ひっかた が じつ さま 

面 を 向けて、 こう、 引 傾 つて、 熟と 紫 玉の その 状を視 

ぬ つえ さき ひっこ まえ かが 

ると、 肩を抽 いた 杖の 尖が、 一度 胸へ 引 込んで、 前屈 

みに、 よたりと 立った。 

こみち たどた ど したやみ うごめ 

杖 を径に 突立て 突立て、 迪々 しく 下 闇を蠢 いて 下 



脈の 響 をお 釵 から 伝え 受けたい ので ござります。 貴 

おけち みゃく 

方 様の 御 血脈、 それが 禁 厭になります ので、 お 手に 釵 

の 鳥 をば お持ち 遊ばされて、 はい、 はい、 はいご あん、 

と 口 を 開いた 中へ、 紫 玉 は 止む 事 を 得ず、 手に 持 添え 

つ つ、 釵の脚 を 挿入れ た。 

あえ しゃぶ かか たま 

喘ぐ わ、 舐る わ！ 鼻息が む ッと掛 る。 堪らず 袖 を 

巻いて 唇を蔽 いながら、 勢い 釵 とともに、 やや 白 やか 

せ つ ぱく がちょう ようら く 

な 手の 伸びる のが、 雪白なる 鵞鳥の 七宝の 瓔珞を 掛け 

ぶしょうひげ すす リこ 

た 風情な の を、 無性 髯で、 チュ ツバと 啜 込む ように、 

坊主 は 犬 蹲に なって、 頤で うけて、 どろり と 嘗め 込 

31^ o 



ちょうず ば ち 

手水 鉢、 名品、 と 教えられ たが、 水の 音より 蟬の 声。 

で、 勝手に 通 抜けの 出来る 茶屋 は、 昼寝の 半ばら しい。 

ひっそり ひとけ はい 

どの 座敷 も 寂寞して 人気 勢 もなかった。 

おはぐろ とんぼ か ね にょう ぼ かすか 

御 歯 黒 蜻蛉が、 鉄漿 つけた 女房の、 微な 夢の 影ら し 

かき つばた 

く、 ひらひらと 一 つ、 葉ば かりの 燕 子 花 を 伝って 飛ぶ 

しょうよ. つ 

のが、 この あたりの 御殿女中の 逍遥した 昔の 幻 を、 寂 

しく 描いて、 都 を 出た 日、 遠く 来た 旅 を 思わせる。 

おくりぬし 

すべて 旧藩 侯の 庭園 だ、 と言うに つけても、 贈 主な 

おうむ 

る 貴公子の 面影 さえ 浮ぶ、 伯爵の 鸚鵡 を 何としょう。 

れいびょう おこ リ 

霊廟の 土の 瘧を 落し、 秘符の 威徳の 鬼 を 追うよう、 

たちどころに 坊主の 虫歯 を 癒した はさる ことながら、 



おも もえぎ ぬぐ 

面 は、 萌 黄の 薄絹の ごとく 波 を 伸べ つつ 拭って、 清め 

るば かりに 見えた のに、 取って 黒髪に 挿そうと すると 

ちっと 離した くらいで は、 耳の 辺へ も 寄せられぬ。 鼻 

を衝 いて、 ッンと 臭い。 

「あ、」 と 声を立てた ほどで ある。 

I 下 を 切る と、 I 卞 まで 芬と 臭う。 たとえば 貴重なる 

香水の 薫 の 一 滴の 散る ように、 洗えば 洗う ほど 流せ 

ば 流す ほど 香が 広がる。 …… 二三 度、 四 五 度、 繰 返す 

はて リ よくへ きこうこう 

うちに、 指に も、 手に も、 果は 指環の 緑 碧 紅 黄の 珠玉 

いき かか 

の 数に も、 言 いようの ない 悪臭が 蒸れ 掛 るよう に 思わ 

れ たので。 …… 



こぎだ 

理屋に はもう 交渉 済で、 二人 は 慰みに、 これから 漕 出 

そうとする 処 だった。 …… お前さんに 漕げる かい、 と 

おまつ か しさ、, 

覚束な さに 念 を 押す と、 浅くて 棹が 届く の だから 仔細 

ない。 ただ、 一ヶ所 底の 知れない 深 水の 穴が ある。 竜 

とな ふせどい 

の 口と 称えて、 ， J こから 下の 滝の 伏樋に 通ず るよ し 言 

伝える、 …… 危く はない けれど、 そこ だけ は 除け たが 

可かろう、 と、 …… こんな 事に は 気軽な 玉 江が、 つい 

ことわり 

駆 出して 仕 誼 を 言いに 行った のに、 料理屋の 女中が、 

わざわざ 出て 来て 注意 をした。 

ゆびさ うし とら 

「あれ、 あすこです わご と 玉 野が 指す、 大池を 艮 

かた ごへい 

の 方へ 寄る 処に、 板 を 浮かせて、 小さな 御幣が 立って 



橋の 上 を 這って いるよう です もの、」 

てんば しゃれ 

と お転婆の 玉 江が 洒落で もない らしく、 

「玉 野さん、 船 を あっちへ 遣って みない か 9 …… 」 

紫 玉が 圧え て、 

「不可い よご 

「いいえ、 何とも あり やしません わ。 それ だし、 もし 

か、 船に 故障が あったら、 お— いと 呼ぶ か、 手 を敲け 

ば、 すぐに 誰か 出て 来る からって、 女中が そう 言って 

いたんで すから ご とまた 玉 江が 言う。 

成程、 島 を 越した 向う 岸の 萩の 根に、 一 人 乗る ほど 

すずみ 

の 小船が 見える。 中洲の 島で、 納涼ながら 酒宴 をす る 



かしら えが ひとだま ひとすじ 

頭、 絵け る 鬼火の ごとき 一 条の 脈が、 竜の口から むく 

りと 湧いて、 水 を 一文字に、 射て 疾く、 船に 近づく と 

ひと 

斉しく、 波 は ざッと 鳴った。 

女優の 船頭 は 棹 を 落した。 

あれ あれ、 その 波頭が たちまち 船底 を嚙 むかと す 

れば、 傾く 船に 三人が 声 を 殺した。 途端に 二三 尺 あと 

へ 引いて、 薄 波 を 一 煽り、 その 形に 煽る や 否や、 人の 

おお、. うお 

立つ ごとく、 空へ 大 なる 魚が 飛んだ。 

あおやぎ さ 

瞬間、 島の 青柳に 銀の 影が、 パッと 映して、 魚 は 紫 

うろこ さ こんじき さつ は 

立った る 鱗 を、 冴えた 金色に 輝 やかしつつ 颯と 刎ね 

たのが、 飜 然と 宙を 躍って、 船の 中へ どうと 落ちた。 



その 時、 水が ドブン と 鳴った。 

みよし とも とびの 

舳と 艫へ、 二人 は アツと 飛 退いた。 紫 玉 は 欄干に 

鎚 つて 身 を 転 わす。 

ま ひとはね 

落ちつつ 胴の 間で、 一刎、 刎ねる と、 その はずみに、 

船 も 動いた。 —— 見事な 魚で ある。 

「お 嬢 様！」 

「鯉、 鯉、 あら、 鯉 だ。 〔# 底本で は 「。」 なし〕」 

と 玉 江が 夢中で 手を敲 いた。 

おおい おひれ ひ ひっかえ 

この 大 なる 鯉が、 尾鰭 を曳 いた、 波の 引返す のが 棄 

てた 棹 を 攫った。 棹 は ひとりでに 底 知れず の 方へ ッラ 

ッラと 流れて 行く。 



もや 

若衆に 取 寄せさせた、 調度 を 控えて、 島の 柳に 纜っ 

みぎわ ひとだち 

た 頃 は、 そうで もない、 汀の 人 立 を 遮る ためと、 用意 

なおざり 

の 紫の 幕 を 垂れた。 「神慮の 鯉 魚、 等閑に はいたし ま 

すまい。 略儀ながら 不束な 田舎 料理の 庖丁 をお 目に 掛 

まなばし 

けます る ご と、 ひたりと 直って 真 魚 箸 を 構えた。 

—— 釵は 鯉の 腹 を 光って 出た。 —— 竜宮へ 往来した 

おうむ 

釵の 玉の 鸚鵡で ある。 

「太夫 様 II 太夫 様 ご 

もの を 言おう も 知れない。 —— 

とば かりで、 二 声 聞いた ように 思った だけで、 何の 

気勢 もしない。 



申したり ければ、 とても 人数 なれば、 ただ 舞 

わせよ と 仰せ 下されければ、 静が 舞いたり け 

るに、 しんむ しょうの 曲と いう 白拍子 を、 I 

ひ もうろう 

燈を 消す と、 あたりが かえって 朦朧と、 薄く 鼠色に 

ほの そりばし そうぎょう ころも 

仄めく 向う に、 石の 反 橋の 欄干に、 僧形の 墨の 法衣、 

うずくま あぐら か 

灰色に なって、 蹲る か、 と 視れば 欄干に 胡坐搔 いて 

唄う。 

橋 は 心覚えの ある 石橋の 巌組 である。 気が 着けば、 

あの、 かくれ 滝の 音 は 遠く どうどうと 鳴って、 風の ご 

とくに 響く が、 掠れる ほどの 糸の 音 も 乱れず、 唇 を 合 



諸人 目 を 驚かし、 三日の 洪水 を 流し、 国土 安 

穏なリ ければ、 さて こそ 静の 舞に 示現 ありけ 

たまわ 

ると て、 日本一 と 宣旨を 給り ける と、 承り 睽。 



時に 唄 を 留めて 黙った。 

「太夫 様 ご 

余リ 尋常な、 ものいいだ つたが、 

いき みじろ 

「は、」 と、 呼吸 を ひいて 答えた 紫 玉の、 身 動ぎ に、 帯 

がキと 擦れて 鳴った ほど、 深く 身に 響いて 聞いた ので 

ある。 

かった いぼう ず うけ ご 

r 癩 坊主が、 ねだり 言を肯 うて、 千金の 釵を棄 てら 



はくさん 

頂いて 幾 万年の 白山 じ や。 貴女、 時 を 計って、 その 

おうむ そなた かざ 

鸚鵡の 釵を 抜いて、 山の 其方に 向って 翳す を 合図に、 

雲 は 竜の ごとく 湧いて 出よう。 —— なお その上に、 可 

いか、 名 を 挙げられい。 …… 」 

かしこび と 

—— 賢人 の 釣 を 垂れし は、 

げんりよ うら い 

厳 陵 瀬 の 河の 水。 

月影ながら もる 夏 は、 

かけ ひ 

山 田の 筧 の 水と かや。 II …… 

十一 



さて、 遺憾ながら、 この 晴の 舞台に おいて、 紫 玉の 

ために 記すべき 振 事 は 更にない。 渠は 学校 出の 女優で 

ある。 

あまくだ たえ えん 

が、 姿 は 天より 天降った 妙に 艷 なる 乙女の ごとく、 

ただ みね.. こナ 

国 を 囲める、 その 赤く 黄に 爛れた る 峰 岳 を 貫いて、 高 

力 力 

く 柳の 間に 懸 つた。 

紫 玉 は 恭 しく 三た び 虚空 を 拝した。 

みや やっこ よそおい はくちょう 

時に、 宫奴 の 装 した 白 丁 の 下男が 一 人、 露店の 

あめや おおから かさ 

飴屋が 張りそう な、 渋の 大傘を 畳んで 肩に かついだ 

のが、 法 壇の 根に 顕れ た。 —— これ は 怪しから ず、 天 

津 乙女の 威厳と、 場面の 神聖 を 害 つて、 どうやら 華 魁 



の 道中 じみた し、 雨 乞に はちと 行 過ぎた ものの よう 

きま 

だった。 が、 何、 降る ものと 極れば、 雨具の 用意 をす 

るの は 賢い。 …… 加うるに、 紫 玉が 被いだ 装束 は、 貴 

ほうもつ す わ 

重なる^ 物で あるから、 驚 破と 言わば さし 掛けて 濡ら 

すまいた めの、 鎌 倉 殿の 内意であった。 

—— されば こそ、 このく らい、 注意の 役に立つ たの 

は あるまい。 

すそ 

あわれ、 身のお き処が なくなって、 紫 玉の 裾が 法 壇 

ざま 

に 崩れた 時、 「状 を 見ろ ご 「や、 身 を 投げろ ご 「飛込め ご 

たま 

II ゎッと 群集の 騒いだ 時、 …… 堪ら ぬ、 と 飛 上って、 

おさ いのち 

紫 玉 を 圧え て、 生命 を 取 留めた の もこの 下男で、 同時 



胸に、 烏帽子 を 背に 掛けた。 

それから 伯爵の 釵を 抜いて、 意気込んで ー振リ 振る 

と、 …… 黒髪の 颯と 捌けた のが 烏帽子の 金に 裏 透いて、 

きんびょうぶ 

さながら 金屏風に 名誉の 絵師の、 松風 を 墨で 流した よ 

うで、 雲 も 竜 も そこから 湧く か、 と視 めら れた。 —— - 

プラチナ あいくち 

これ だけ は 工夫した 女優の 所作で、 手に は 白金が 匕首 

の ごとく 輝いて、 凄艷 比類な き 風情であった。 

おうむ かざ 

さて その 鸚鵡 を 空に 翳した。 

みは め たしか へき へん て 

紫 玉の 睜 つた 瞳に は、 確に 天際の 僻 辺に、 美女の 掌 

に 似た、 白山 は、 白く 清く 映った ので ある。 

毛筋 ほどの 雲 も 見えぬ。 



汗 を 覚えた のこ そ、 天人の 五一 の はじめと も 言おう。 

き つ ， .1 うけん はげ 

気 を かえて 屹 となって、 もの 忘れした 後見に 烈しく 

さま 

きっかけ を 渡す 状に、 紫 玉 は 虚空に 向って 伯爵の 鸚鵡 

おもちゃ きらきら 

を 投げた。 が、 あの 玩具の 竹蜻蛉の ように、 晃々 と 高 

く 舞った。 

だ い かぐら 

「犬 神楽！」 

と 喚いた のが 第 一 番の 半畳で。 

一 人 口火を切 つたから 堪らない。 練馬大根 と言う、 

おかめと 喚く。 雲の 内侍と 呼ぶ、 雨し よ ぼ を 踊れ、 と 

怒鳴る。 水の 輪の 拡がり、 嵐の 狂う ごとく、 聞く も堪 

ざんぼう ばり いかずち どつ 

えない 讒謗 罵詈 は 雷 の ごとく 哄と 沸く。 



かくど あいちょう 

鎌 倉 殿 は、 船中に おいて 嚇怒した。 愛寵 せる 女優 

のために 群集の 無礼 を 憤った のかと 思う と、 —— そう 

はや しるし 

ではない。 この、 好色の 豪族 は、 疾く雨 乞の 験な しと 

見て取る と、 日の 昨の、 短夜 もはや 半ばな リし紗 の 

か や うち 

蚊帳の 裡を 想い出した。 …… 

雨 乞の ためとて、 精進 潔斎 させられ たので あるから- 

「きげ。 」 

紫 幕の 船 は、 矢 を 射る ように 島へ 走る。 

ひもす そ 

一度、 駆 下りよう とした 紫 玉の 緋裳 は、 この 船の 激 

しく 襲った ために、 一度 引 留められた ものである。 

「 」 



はくちよ う 

と 喚く 鎌 倉 殿の、 何やら 太い 声に、 最初、 白 丁に 豆 

からかさ みや やっこ は 

烏帽子で 傘 を 担いだ 宮奴 は、 島の なる 幕の 下 を 這つ 

て、 ヌィと 面 を 出した。 

すぐに 此奴が 法 壇へ 飛 上った、 その 疾さ。 

紫 玉が もはや、 と 思い切って 池に 飛ぼうと する 処を、 

おさ i 

圧え て、 そして 剝 いだ。 

女の 身と して あらりよ うか。 

あの、 雪 を 束ねた 白い ものの、 壇の 上に ひれ 伏した、 

さま かんばつ 

あわれな 状 は、 月 を 祭る 供物に 似て、 非ず、 旱魃の 鬼 

一 口の 犠牲で ある。 

ヒィと 声 を 揚げて 弟子が 二人、 幕の内で、 手放しに 



影 は、 昼の 空と は 世 を かえて、 皓々 として I 卞 する 月の 

露 吸う 力 もない。 

「ええ、 口惜しい ご 

むし 

乱れが み を 撺リ つつ、 手で、 砕けよ、 と ハタと 舷を 

ま や 

打つ と …… 時の 間に 痩せた 指 は 細くな つて、 右の 手の 

なぞら ダイヤモンド ルビ ィ 

四つの 指環 は 明星に 擬 えた 金剛石の を はじめ、 紅玉 も、 

エメラルド うすくれ な い 

緑 宝玉 も、 ス ルリと 抜けて、 きらきらと、 薄紅に、 

浅緑に 皆 水に 落ちた。 

どうで も なれ、 左 を 試みに 振る と、 青玉 も 黄玉 も、 

真珠 もと もに、 月の 美しい 影 を 輪に して 沈む、 …… 竜 

の 口 は、 水の 輪に 舞う 処 である。 



「御坊 様、 貴方 は？」 

「ああ、 山国の 門附 芸人、 誇れば、 魔法つ かいと 言い 

きのう 

たいが、 いかな、 さまでの 事 もない。 昨日から 御 目に 

掛けた、 あれ は 手品 じ や ご 

まが こけむ いげた やれ ごろ も 

坊主 は、 欄干に 擬ぅ苔 蒸した 井桁に、 破 法衣の 腰 を 

い まなこ 

掛けて、 活ける がごと く爛々 として 眼の 輝く 青銅の 

わ だか ま つの ひじ 

竜の 蟠 れる、 角の 枝に、 肱 を 安らかに 笑みつつ 言つ 

た。 

「私に、 何のお 怨みで 9 …… 」 

めつ かち めだま 

と 息せ くと、 眇 の、 ふやけた 目珠 ぐるみ、 片頰を 

たな そこ おお 

掌 でさし 蔽 うて、 



まっしろ ひがさ 

に 掛けつ と 見えた は、 真白な 涼 傘であった。 

膝と 胸 を 立てた 紫 玉 を、 ちらりと 御覧ず ると、 白 や 

てさき 

かなる 手 尖 を 軽く、 彼が 肩に 置いて、 

「私 を 打った ね。 —— 雨と 水の 世話 をし に 出て いた 時、 

…：- J 

装 は 違った、 が、 幻の 目に も、 面影 は、 浦 安の 宮、 

ちょ うずば ち 

石の 手水 鉢の 稚児に、 寸分の かわり はない。 

「姫様、 貴女 は ご 

と 坊主が 言った。 

「白山へ 帰る。」 



ああ、 その 剣ヶ峰の 雪の 池に は、 竜 女の 姫 神お わし 

ま ^9 

「お 馬 ご 

きじょ 

と 坊主が 呼ぶ と、 スッと 畳んで、 貴女が 地に 落した 

涼 傘 は、 身 震 をして むくと 起きた。 手 まさぐ りた まえ 

る 緋の総 は、 たちまち 紅 の 手綱に 捌けて、 朱の 鞍 置 

いた 白の 神馬。 

ずっと 騎 すの を、 轡 頭を曳 いて、 ト トトト と坊 

主が 出た が、 

しゅう ギ j にしき ゆ 

「纏頭 をす るぞ。 それ、 錦 を 着て 行け ご 

かなぐり 脱いだ 法衣 を 投げる と、 素 裸の 坊主が、 馬 



こんぺき いわお そば だ がけ ひすい 

に、 ひたと 添い、 紺碧なる 巌の聳 っ睚 を、 翡翠の 

はしご きじょ 

階 子 を 乗る ように、 貴女 は 馬上に ひらりと 飛ぶ と、 天 

びょうぼう ひろの ひづめ ひびき 

か、 地 か、 渺茫 たる 広野の 中 を タタ タタと 蹄の 音響。 

みなぎ 

蹄 を 流れて 雲が 漲る。 …… 

れいた くこん すい 

身を投じた 紫 玉の 助かって いたの は、 霊 沢 金 水の、 

巌窟の 奥で ある。 うしろ は 五十 万 坪と 称うる 練兵場。 

みなそこ 

紫 玉が、 ただ 沈んだ 水底と 思った の は、 天地 を 静め 

て、 車軸 を 流す 豪雨であった。 —— - 

やれ ごろ も 

雨 を 得た 市民が、 白身に 破 法衣した 女優の 芸の徳 に 

か つごう ようす 

対する 新たなる 渴 仰の 光景が 見せたい。 

大正 九 二 九 二 〇) 年 一月 
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